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乗務員勤務制度の見直し
乗務員勤務制度の見直しについて

平成30年５月

現在の乗務員勤務制度は平成４年３月に制定され、26年間運用されてきた。この間、人口減少に伴う社会・経済構造の変化等が急
速に進んでおり、今後更にそのスピードが上がることが想定される。これらの急速な変化に対応するために業務改革や生産性の向上
が求められている。そのため、一人ひとりのライフスタイルの充実と働きがいのさらなる創出を目指して、以下の通り、より柔軟で
ダイバーシティなどの視点に立った乗務員勤務制度の見直しを行い、「多様な働き方と効率性」の実現を図っていく。なお、別紙内
容を合わせて参照されたい。

１ 多様な働き方の実現
⑴ 育児・介護勤務適用者の育児介護行路における行路選択制の導入

育児や介護の必要な家族をもつ社員が増加することへの対応及び育児・介護勤務適用者のライフスタイルに合わせた働き方を
実現するため、育児・介護勤務Ａ適用者用の育児介護行路を現行の日中時間帯に加え、朝や夕の通勤ピーク時間帯にも設定す
るとともに、育児・介護勤務適用者に限り「行路選択制」（※）を導入する。

※｢行路選択制｣とは､勤務指定前に事業所内保育所等の活用や家族と調整を行い､提示された行路群から乗務を希望する行路を
自ら選択することで育児や介護と乗務の両立を実現し､ワーク･ライフ･バランスの充実を図るものである。

⑵ 育児・介護勤務適用中の勤務制限の緩和
以下の社員については勤務制限を緩和し、社員の希望により、その勤務に就くことができるようにする。
○育児・介護勤務Ａ適用中の社員：労働時間が６時間を超える勤務
○育児・介護勤務Ｂ適用中の社員（深夜業制限適用中）：深夜帯の勤務

（参考）①育児・介護勤務Ａ適用者に限り、業務に支障がない場合は、所定労働時間に達するまでの時間を、会社が認める労働
時間の一部欠勤として「欠在」の取り扱いを行えることとする。

②上記２点の育児・介護勤務適用中の勤務制限の緩和については、全社員に適用する。

⑶ 乗務員の指導等を行う社員の本線乗務機会の拡大
乗務員の指導等を行う社員が必要な技量を維持し、本線に乗務する乗務員との共通の感性を持ち続け、より安全性を向上させ
るため、定期列車に乗務を行う機会を設ける。

⑷ 支社企画部門社員の短時間の本線乗務の指定
支社等の企画部門へ異動後も乗務を通じて得られる現場感覚等により、安全性の向上や現場の実態に即した計画、指導等を行
うことができるようにするため、勤務の一部時間帯で定期列車に乗務を行う機会を設ける。

⑸ 本線に乗務する主務職社員への新たな役割の付与（短時間の乗務及び当直業務に就く）
主務職に相応しい役割の付与と人材育成を行うため、勤務の一部時間帯で定期列車に乗務し、それ以外の時間帯は当直業務を
行う「当務主務」に指定する。

２ 効率性のさらなる追求
⑴ 稠密線区における拘束時間限度の延長

各行路の労働時間Ａと１日当り労働時間数（７時間10分）との乖離を縮小し、より効率的に乗務を行える体制を構築するため、
稠密線区における拘束時間限度を１日当り１時間延長する。なお、一般線区も同様に１日当り労働時間数との乖離を縮小する
行路作成に努める。

⑵ 短時間行路の乗務割交番からの遊離
労働時間Ａの少ない乗務行路（短時間行路）を乗務割交番から遊離して運用することにより、乗務割交番内の各行路の労働時
間Ｂを実乗務に充当し、実乗務の割合を増やす。

３ 働きがいのさらなる創出
⑴ 稠密線区における行先地の時間の一部延長

実乗務の充実に対し、稠密線区における食事を目的とした乗務の中断時間の一部において時間帯を拡大し、時間を延長する。

⑵ 在宅休養時間の一部延長
実乗務の充実に対し、現行の休日を挟む在宅休養時間を延長し、休養時間を確保する。

４ 賃金制度の改正
乗務員勤務制度の労働時間、始終業時刻及び拘束時間等の実情を
踏まえ手当の改正を行う。なお、内容については別途提示する。

５ その他
⑴ 乗務員勤務以外の勤務に就く者の勤務

支社企画部門社員は｢日勤｣､現業社員は｢変形｣または｢交代｣とし､
当該勤務の一部で乗務する。

⑵ 育児・介護勤務適用者用の行路の労働時間
育児･介護勤務Ａ適用者用の行路には､｢労働時間Ｂ｣ではなく
｢その他時間｣を指定し、労働時間が６時間となるよう設定する。

６ 実施期日
平成30年度末ダイヤ改正（予定）に合わせて実施する。

について提案される！

今後、本部はスピード感を持って
解明交渉・基本交渉を行います。

安全・健康・ゆとり・働きがいのあ
る制度の実現を目指して、職場
集会にて現場目線で「組合員の
声」を出し合いましょう！


